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● jaih-s主催の「国際保健学生フィールドマッチング」企画に参加して

jaih-sフィールドマッチング企画

によるラオスでの実習

滋賀医科大学医学部医学科1年 ,j、田柱i采多札；
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村の子供たち

日本国際保健医療学会学生部会(jaih-s)の「国際保健

学生フィールドマッチング」という企画に参加し、 2011年

8月16日~18日の3日間、ラオスのJICAプロジェクトの

先生方のもとで、母子保健統合サービス強化プロジェクト

の見学をさせていただきました。このプロジェクトは、ラオ

スの南部4県における母子保健サービスの受療率向上を

目標としており、国際機関やNGOなどのパートナーごと

に実施されていたプロジェクトを、ラオス保健省、県保健

局が調整し、ひとつの母子保健事業として効率よく実施さ

れることを支援しようというものです。

3日間のスタデイツアーを組んでいただき、先生方から

事務所で説明を受けたあと、県病院・郡病院・保健センタ

ーという三種類の医療施設をそれぞれ複数か所、県保健

短期大学、二つの村、そしてプロジェクトに関する会議と

妊婦対象のイベントの見学をしました。出張にも同行させ

ていただき、皆で一泊したリ、青年海外協力隊の方ともお

会いする機会もあったりと、短いながらもとても濃密な実

習であったと思います。

診察の様子

ラオスの看護学生

妊産婦死亡率は出産数10万に対する年間の妊産婦死

亡数で示され、日本が6であるのに対して、ラオスは660

(2005年 WHO)と非常に高い。それには様々な理由が

あります。小学校を途中でやめる子どもが多く、識字率は

国全体では7割程度、というように住民の基礎教育が十分

ではありません。医療系の学校では、実習において十分な

指導が実施されていません。医療従事者の配置について

は養成数の問題だけではなく、公務員の採用枠が狭いた

めに養成しても配圏できていないという問題もあります。

さらに、データの管理薬品の物流など、他の部分にも問

題はたくさんあると聞きました。他方、人口密度は日本が

342人／平方kmであるのに対して、ラオスは25人／平方

km(2008年国際連合）であり、人口が散らばっているこ

とも医療サービスが届きにくい理由の一つと言えます。こ
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のように、保健医療状況が悪い背景には、地理的、経済的、

教育的な要因が複雑に絡まりあって存在することを感じ

ました。どの分野の国際協力でもそうであるのでしょう。

だから医療面からだけでなく、そういった様々な背景を理

解したうえでのアプローチが必要なのだと学びました。

病院の分娩台

南部のセコン県のとある民族では、文化的にお産が不

浄なものとされていて、伝統的に妊婦が一人で家の庭や

外で出産する習恨があるといわれています。これには驚

きました。途上国の村では伝統的産婆がいて家族や近所

の人が皆で出産を助けて祝うといったイメージがあった

からです。お金や病院の遠さだけが問題ではなく、一部で

はこうした文化もまた妊産婦死亡率が嵩い原因になって

いるようです。民族の固有の文化に先進国の人間がどこ

まで立ち入ってよいのかという議論があるかもしれませ

んが、私はやはリ妊婦の健診と、できれば医療施設での出

産を奨励するべきではないかと思いました。
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「金烏の渦巻」は

ラオスの看護学生

ラオスの看護学生先生方の仕事については、現地の人

と膝をつめてじっくり議論して少しずつ進めていくものな

のだと知りました。働かれている現場を実際に見学して、

一つの例ではあるが国際保健の現場のイメージを自分の

中に持てたことが、医学生である自分にとって大きな成果

でした。「将来どんな診療科を選んでもどの病院に行って

も、国際保健をやりたいという情熱があれば必ず現場に

来られると思う」という先生からのアドバイスが強く印象

に残りました。

最後になりましたが、受け入れてくださった先生方をは

じめ協力してくださった全ての方々にこの場を借りてお礼

を申し上げます。また、私が参加したjaih-sフィールドマッ

チングについて、ご興昧をお持ちの方は以下のURLをご

覧ください。

http://www.jaih-s.net/ 
modules/tinyd1 O/index.php?id=2 

疇

゜2011年度グッドデザイン・ロングライフデザイン賞（経済産業省製造産業局長貸）を受賞しました。
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